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『ベルリン・アレクサンタ、一広場』
と表現技法
永 井 達 夫
1929年にベルリンのフィッシャー書店から初版1万部で出版された『ベ
ルリン・アレクサンダー広場』 ("BerlinAlexanderplatz-DieGe-
schichtevonFranzBiberkopf-4!)は，公表されることのなかった作者
22歳のときの作品『疾走する馬』(,,JagendeRosse")を除けば，アルフ
レート・デーブリーン(AIfredD6blin,1878-1957)の6作目の長編小説
に当たり，経済的に恵まれることの少なかったこの作者にとっては,唯一
の商業的成功作でもあった．例えば作品とその背景である大都市ベルリン
との関係を問題とした,り， また作品を一貫して流れる宗教的モティーフ
を，後の作者のカトリックへの改宗と結び付けて論ずるなど， この作品を
対象とした文学研究には，幾つかの特徴的な視点が見受けられるのだが，
本論で取り上げた小説表現上の技法の問題もまた， この作品の本質を見極
めるには有効なものだと思われる．
『ベルリン・アレクサンダー広場』は3人称で叙述された小説だが，そ
の表現形態の幾つかは， シュタンツェル(F.Stanzel)が「叙述状況」
(Erzahlsituation)という概念によって，伝統的な小説に対して行った分
類（3人称に関しては， アウクトリアル小説及びペルゾナル小説）からは
逸脱している．その具体例を本論では， 「語り手の介入」 「内的独白」 「モ
ンタージュ技法」の三つの観点から考察してみた．
「語り手の介入」とは， 3人称による叙述の地の文に語り手が1人称的
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に顔を出す現象で， セルバンテス(Cervantes)の時代から，すなわち近
代小説の発生から，読者を作品の中に引きずり込む手法の一つとして， し
ばしば使われてきた．そこでは例えば，突然語り手から読み手への確認や
提案が述べられたり， また作中人物への語り手自らの呼び掛けが行われた
りするのであるが，いわば語りのパースペクティヴがそこで一瞬崩れるわ
けで，デーブリーンはこの手法の従来の機能よりも， この崩れを利用した
いわゆる異化効果を， この手法に期待していたようである．
ベルクソン(H・Bergson)やフロイト(S.Freud)による人間心理に
関する新しい知識や，作中人物の心理を語り手が一元的に叙述することの
不自然さなどから,今世紀になって使われだした「内的独白」の手法は,意
識と無意識の間の人間の絶え間ない思考や感情の流れを，可能なかぎり直
接的な言葉で置き換えようという試みである． この手法を表現主義や未来
派の理論による自らの創作体験の中で身に付けていたデーブリーンは,『ベ
ルリン・アレクサンダー広場』においては，ほとんど全編にわたりこの技
法を駆使してみせている． 「内的独白」はドイツ語のテクストの中では，
いわゆる「体験話法」の文法形態を取ることが多い．そこで本論では，デ
ーブリーンの「内的独白」の特色を， 「体験話法」との関連においてとら
えてみた．
映画にその起源を持つ「モンタージュ技法」は，表面的には何のつなが
りもない複数の素材に一つの流れを与え，そこに新たな意味を見いだすこ
とを目的とする表現手法である． ケメリング(E・Kaemmering)は，映
画撮影の用語を用いて， 『ベルリン・アレクサンダー広場』に見られる
「モンタージュ技法」を， 「コントラストのモンタージュ」「平行のモンタ
ージュ」｢象徴的モンタージュ」及び「共時的モンタージュ」の四つに分類
し， またシュヴィマー(H.Schwimmer)は実際に使われている素材を基
に，実在・架空の人物，報道，広告，医学・科学書，文学作品の引用・パ
ロディー，民謡・流行歌，宗教などに， この表現技法を整理した．宗教的
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素材によるモンタージュは， この作品の中で特に重要な役割を果たしてお
り，旧約聖書の『ヨブ記』や『エレミヤ書』の引用及びパロディーは，い
わばライト・モティーフの形で，作品全体を貫いている． ともかく『ベル
リン・アレクサンダー広場』では，様々な言語レベルでの素材がモンター
ジュという同一空間にほうり込まれ，そのことによる言語的混沌がこの作
品に，叙事詩とも比較されうるような文学的深みを与えているのである．
以上具体的に検討を行った三つの表現技法以外にも，多くの手法がこの
作品を特徴付けている．それらの手法は小説世界の中で有機的につながっ
て機能しており，そこには調和美といったものさえ， うかがえるほどであ
る． このことから，表現方法への作者自身の問い掛けなしには成立しえな
くなった現代文学の一つの典型的な成功例を， この『ベルリン・アレクサ
ンダー広場』に見ることも不可能なことではないだろう．
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